








[要約]21一水酸化酵素欠損症の新生児および乳児での血中17α一hydroxyprogesterone(17-OH

P)とcortiso1濃度の日内変動を乾燥濾紙血液を用いて測定し、治療コントロールの指標として

の有用性について検討した。体重増加などの臨床症状と濾紙血17-0HP濃度の日内変動との間

には、明らかな逆相関を認め、治療の良否のよい指標になることが確認された。採血も容易

で採血量も少なくて済むため、ことに新生児や乳児期においてきわめて有用であった。また、

治療開始前の1例において、日齢15で明らかな日内変動を認め、採血時刻への配慮が必要と

思われた。濾紙血cortiso濃度については、治療期間との複雑な関係もあり、今回は明らかな

有用性については確認できなかった。 

 


